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Relationship between
instrumental assessment

colour  in eolour  fastness

visual  assessment  and

of  the change  in depth of

 tests

Taeko  NAKAMURA

  Colourists visually  judge the colour  contrast  between treated and  untreated  fabric against  the

eontrasts  of  the grey seale.  A  result  by the  traditional  method  based on  visual  assessment  varies  from

observer  to observer.

 In this study,  visual  assessment  was  performed  by assessing  colour  depth change  ef  samples  prepared

systematically.  In contrast,  instrumental assessment  was  performed  by using  17 formulae.

The  relationship  between visual  assessment  and  instrumental assessment  was  compared,  with  following

findings.

  1. The  correlation  eoeffieient  between visual  assessment  and  instrumental assessment  was  improved

     by using  colour  fastness formulae  rather  than  colour  difference formulae.

  2. The  correlation  coeffieient  was  especially  high when  using  Nc#  value  and  SEK  grade.

  3. The currelation  coefficient  between visual  and  instrumental assessment  was  high for eaeh  colour

     point  except  a  yery  pale  Lone.

  4. The  correiation  coefficient  was  not  good  for a  yery  pale tone.

  5. The correlation  coefficient  was  good  for Purple, but yellow  was  not  good. Green was  bad, except

     for the SEK  grade and  the  ISO  grade.

  6. In the case  of  change  in depth of  colour,  the instrumental assessment  aecording  the  eolour

     fastness formulae was  mueh  better, and  in the case  of  change  in colour  the instrumental

     assessment  according  the eolour  differenee formulae  was  better.

Key words:  colour  fastness, grey scale,  visual  assessment,  instrumental assessment,  eolour  difference
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1．緒　 　言

　繊維製品 に お い て
， 堅牢な 染色 性を有す る こ と は，

非常に 重要で あ り，そ の 染色 堅牢性 の 評価 は ， 2本の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／ ／

グ レ
ー

ス ケ ール （汚染用 グ レ
ー

ス ケ
ー

ル と変退色 用
　 　 　 　 　 　 2／

グ レ
ー

ス ケ
ー

ル ）を 対照 基準 と し て 視感判定 で 行 う

こ とが JISで規定 され て い る． しか し， 視感判定 の た

め個人に よ る ば ら っ きは避け られず， しば しば 判定結

果 を め ぐ っ て ト ラ ブ ル が 生 じて い る．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 ／

　汚染用 グ レ
ー

ス ケ ー
ル は ， 白布 に 付着 した 染料 の

汚染程度を調 べ る時に 用 い られ，白票を基準 と し，順

に明度が低 くな る色票を隣接 させ た 9種 の 色票対か ら

構成され て い る．白布と汚染布の 色の差 に相当する と

思われ る色票対 を ， そ の 9種 の 中か ら選 ぶ の で ， 個入

に よ って 異な っ た色票対 を選 ぶ 可能性 は大 きい が ， 基

準 の 色 が 白色 と い う こ と で
，

そ の ば ら っ き科度 は ま だ

小さ い ． しか し，変退色 は，種 々 の 色 の 染色布か ら生

じ，ま た，変退色方向 も様々 で あるが，対照評価 ス ケ
ー

ル は，中色 の灰色を基準 と し た 9 種 の色票対で 構成 さ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ビ ノ

れ た変退色 用 グ レ
ー

ス ケ
ール 1本 しか な い． 染色布

が ，淡色 ， 中色 ， 濃色で あれ ， また ， 種 々 の 色相で あ

れ ，さ ら に，変退色方向が い ずれ で あ っ て も， こ の 変

退色用 グ レ
ー

ス ケ ール で 評価 しな ければ な らず，そ の

視感評価 は，汚染評 価 に 較 べ て か な りの ば らっ きが生

じ る．

　評価 ス ケ
ー

ル を多 く作製すれ ば，ば らっ き程度 は小

さ くな るか も しれな い が，視感評 価 に 頼 る限 り個人誤

差は避 け られな い ．そ こ で ， 測色機器 ，
コ ン ピ ュ

ータ

の 発達 し て きた 近年，測色値か ら求め る こ との で き る

客観評価が望 まれ て お り，い くっ か の計測評価値が提
　 　 　 　 　 　 ／i　／，− ln

案 され て い る．　　 しか し， い ずれ が 優 れ て い る か 検

討され て い る もの の 国に よ っ て 考え方が異な り， 世界

共通 の 評価式 と して ま とま っ て い な い ．

　染色評 価 の 計測化 に は，色差値の 考え 方 と染色 堅牢

度評価値 の 考え 方が ある．
“
変退色変化 の 方向 に 対す

る計測評価 の 特性
”

に つ い て は ，す で に 報告 し て お
／l）

り ， 変 化 の 方向が種 々 で あ る場 合 は，染色堅牢度評

価値 よ り色 差値 の 方が視感評価値 と の 対応が 良 く，中

で もCIE94 （1 ： 1 ） 色 差 値が 視感 評 価 値 と 最 も良好

に対応 して い た こ と を示 した ，

　本報 で は，洗濯時 な ど に生 じ る変色 を ほ とん ど伴わ

な い 退色 に っ い て ，視感評価値 と計測評価値 の 関係を

検討する と と もに，変色 の 場合 と退色 の 場合 と の 計測

評 価値 の 適用 の 仕方を比較 し，染色堅牢度評価 の 計測

化 の 問題点を考察す る．

2 ．試料作製 およ び視感実験

　 マ ン セ ル 色立体 に お い て ， 偏 り な く色 を選 択 し， 系

統的な試料を作製す る こ とを試 み た．

　色相 と して は， マ ン セ ル 表色系の 基 本 5 色相，す な

わ ち， 5Y ， 5　G， 5B ， 5P ， 5R を選び，色濃度 と

して は， マ ン セ ル 等色相 面．一ヒの 6色 度点 （V ／Cπ 8

／ 2 ，　 5 ／ 2 ，　 3 ／ 2 ，　 7 ／ 6 ，　 4 ／ 6 ，　High

Chroma ）を考 えた （図 1）． 5BG ， 5B に お い て は，

最高彩度が 8 ぐ らい しか得 られ な い の で ， 幅広 い 試料

を作 る た め，V ／C　・− 7／ 6 ， 4 ／ 6 で は な くV／ C −

7 ／ 4 ， 4 ／ 4 を用 い ， また ，High　 Chroma は，色

相に よ り明 度，彩度が異 な るの で ，それ ぞ れ の 色相に

お い て 出来 る だ け高彩度 な試料 となる よ う心 が け た，
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Fig．l　　Standard　colours 　of 　change 　m 　colour

arranged 　 in　 Munsell　 colour 　 space ．

試 料 は ，紙 の 色票 よ り染色布 の 方が よ り実際 に 近 い と

考え，直接染料 （表 1） を用 い て 綿 ブ ロ
ー ドに 染色す

る こ とを試み た．そ の 際，日的 の 色 に 近 づ けるた め，

CCM （コ ン ピ ュ
ータ ・カ ラ ー 。マ チ ィ ン グ） を利用

し た が ， 1 回の CCM で は ， 期待 す る染色布 は 得 られ

ず ，数回補正 を加 え る こ と に よ っ て ， 5 色相 ， 6 色度

点 の合計30色 の 染色布を，ほ ぼ 「i的 の 色 に 染色 す る こ

とが で きた．

2
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Fig．2　The　grey　scale 　for　 ehange 　in　 colour

Table 】　 Dyestuffs　used 　for　specimens ，

12345678910H12131415

蚯

Kayaras　Light　Yellow　F8G
Kayarus　Yellow　PG

Kayarus　Supra　Yellow　GLS
Kayarus　Supra　Yellow　R．L

Kayarus　Supra　Brown 　GL 　l　25

Kayaras　Supra　Brown 　GTL

Kayaras　Supra　Brown　B2R
Kayaras　Supra　Scarlet　BNL 　200
Kayaras　Light　Scarlet　F2G

Kayaras　Supra　R．ed 　BWS
Kayaras　Light　Rose　FR
Kayaras　Supra　Violet　5BL 　conc ．

Kayaras　Supra　Blue　BRL 　200
Kayaras　Supra　Blue　FFRL
Kayaras　Supra　Blue　4BL 　conc ．

Kayaras　Turquoise　Blue　GL

　得 られ た染色布 を洗濯 し，変退色用 グ レ
ー

ス ケ ール

（図 2 ）の 1 級〜 5 級の 範囲 に入 る よ う に 4 段 階に 退

色さ せ た，個別 に視感判定試料を作製す るよ り ス ケ
ー

ル に す る方が相対評価が期待で きる と考 え，変退色用

グ レ ース ケ ール に準 じ，図 3 に 示す よ うな 染色布 と 退

色布を隣接 させ た 退色 ス ケ
ー

ル を作製 した．そ して ，

計30本 の ス ケ
ー

ル を S，M カ ラ
ー

コ ン ピ ュ
ー

タ （S，M −

4 −2型 ， ス ガ試験機）で 測色 し，計 測評 価値 の 基 と

な る 三 刺激値X ，Y ，　 Zを求め た，

感評価す るよ う依頼 した．そ の 際 ， 変退色用 グ レ
ー

ス

ケ ール に付属す る マ ス ク を用 い る こ と，また，評 価 は

0．5刻み で は な く，小数点第 1 位 で 評価す るよ う指示

を した ，個人 の ば らっ き は避 け られ な い が，熟練者で

も同 じよ うな傾向に あ る こ とが 明 らか に な っ て い る の

L・1）
で ，30名の評価値の 平均 を も っ て ，試料 の 視感評 価

値：Nv と した．

Fig，3　 A　colour 　scale 　used 　ln

assessing 　change 　in　colour
visual 　test　for

　本学 の 学生30名 に ， こ の 30本 の 退 色 ス ケ ール を北窓

昼 光 ド，変退色用 グ レ
ー

ス ケ ール を対照 基準 と して 視

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 T ）8tu ）

　 ，CMC （2 ： 1 ） 式
　 　 　 　 　 　 　 　 LO］　　　　　　　　　 11）

CIE94 （2 ： 1） 式 ，
　 SEK 式

に こ れ らの 式を示す．

3 ．視感 評価値 と計測評価値 との 比較

　変退色用 グ レ
ー

ス ケ
ー

ル は，CIELAB 空間 （L
＊

，
　 a

＊
，

b＊

） の 2点問 の 距離 と して 求め られ る CIELAB 色差値
　 　 　 　 　 　 　 　 ！ニ リ

で 規定 され て い る．　 しか し，CIELAB 色差値 が変退

色用 グ レ
ー

ス ケ
ー

ル の 等級値に代わ っ て 用 い られ る こ

とは ほ とん どな く， 等級値の 補助的な値と し て使わ れ

て い る に過 ぎな い ，そ こ で，寺主，佐藤 らは，実際に

使 え る染色堅牢度値が 必 要 と考え ， CIELAB 空 間で は

な く染色 に お け る 三 属性，色相， 色濃度，鮮明度か ら
　 　 　 　 　 d ／ s ）　 　 　 　 　 　 　 　 6

’
1

色 差 値△ E ＊ ＊

　，△ EDBH を，さ ら に，△ E ＊ ＊

，△ EDBH
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 ）i ひ　　　　　　 E ；

か ら染色堅牢度評価式N ♂ 式 ，Fc 式 を導 き出 した ．

Nc ”

値，　 Fc 値 は，等級値で は な く連続 した値 と して

染色堅 牢度値が得 られ る．

　色差 値 と して は，世界的に は CIELAB 色差値 が 一般

的 に よ く用 い ら れ て い る が，視感 と の 対応が良 くな い

こ とか ら，CIELAB 色差 値に 補正 を加え た式 が い くつ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 T ニ

か提案され て い る，そ の 主 な式が，CMC （1 ： 1 ）式
P ：．9 ）

　 　 　 　 　 　 u　t／
1．CIELAB 式

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 この

　 CIE94 （1 ： 1） 式，
　　　　 　　　　 11）

　　ISO式 で あ る．以下

△ E   b
＝ ｛（△ 1．つ

2
十 （△ a

＊

）
2一ト（△ b ＊

）
2
｝
1！2

　 　 　 　 　 　 　 　 　 T） E） り

2，CMC （】： 1）式

（D

△ EUMC ＝

3

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Nara Saho College

NII-Electronic Library Service

Nara 　Saho 　College

奈良佐保短期大学紀要．第 9 号　2001年

｛（△ L ＊

／1Si．）
2
十 （△ C ’

／cS 。）
2
十 （△ H ＊

／Sii）
2
｝
1／2

　　（2＞

こ こ で，　 1 ＝ 1，　 c ； 1

　△ H ＝ ｛（△ E   h ）
2− （△ L つ

2−
（△ C ＊

）
z
｝
1／2

　S
：．
＝ O．04975L＊

ノ（1十 〇．Ol765L   ）　（L ＊

t ≧ 16）

　Sl．＝ O．511　（L   〈 16）

　Sc − 0，0638C ＊

1／（1十 〇．Ol31C ＊

L）十 〇．638

　SH 二 Sc（Tf 十 1− f）

　　た だ し，f ＝ ［（C つ
4
／｛（Cつ

4
十 1900 ｝］

　T ＝ O．36十 FO．4cos （hl十 35）1

　　　　　　　　　　　　 （h ，
≦ 164°

，h1 ≧ 345
°

）

　T ＝ 0．56十 102cos（h1十 168）1

　　　　　　　　　　　　　　（164
°

≦ h
，
≦ 345

°

）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 7 き 5） u）

3 ．CMC （2 ： 1）式

　△ ECMc −

　｛（△ L ＊

／どSL）
z
十 （△ C ＊

／cSc ）
2
十 （△ H ＊

／SH）
z
｝
⊥Y2
　 〔3｝

　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／o）

4 ．CIE94 （1 ：1）式

　△ Eg．1 マ ｛（△ L ツkLSL）
2
十

　　　　　（△α ／kcSc ）
2
＋ （△ H ツk

【ISH ）
2
｝
i！2
　　　（4）

　　こ こ で ， k
，、
＝ i

，
　 k

⊂
＝ kH ＝ 1

，

　　　　　　Sc − llO ．045C＊，　SH ＝ 1＋ 0．015C＊

　 　 　 　 　 　 　 　 　 しn）
5．CIE94 （2 ：1）式

　△ Ega＝ ｛（△ L ＊

／kLSL）
2
十

　　　　　（△c ＊

／kcSc ）
2
十 （△ H ＊

／kHSH ）
2
｝
1t2

　　　〔5｝

　　こ こ で ， kl、＝ 2 ，　 kc ＝ ki】＝ 1 ，

　　　　　　Sc ＝ 11−0．045C＊，　SH ＝ 1．十〇．015C ＊

　 　 　 　 ユニコ ゆ

6 ．SEK 式

　△ EF ＝ ｛（△ L）
2
十 （△ C ド）

z
十 （△ HF）

2
｝

1／2
 

△ CF ＝ C ＊

0 ／｛1十 （CM ／50）
ビ

｝，　CM ；　（C
本
丁　1　C

＊

o）／2

△ HF ＝ ｛（△ E   b）
2 − （△ L ＊

）
2−

（△ C 累

）
2
｝
1！z

　 　 　 　 11 ）

7 ．1SQ 式

　△ Elr− ｛（△ L）
z
十 （△ CF ）

2
十 （△ HF ）

z
｝
vz

　こ こ で，△ HF ＝△ HK／｛1十 （10CM ／1000）
1
｝，

　　△ C ，
一△ C 。／｛1＋ （20CM ／1000）

2
｝

　　△ HK ＝△ H ＊ − D，△ CK − △ C ＊ − D

　　D −
△ C ＊ CMe

−x
／100

（7｝

X ＝ ｛（hM − 280）／30｝
2
　（lhM− 2801 ≦ 180 ）

X ＝ ｛（360− lhM− 2801）／30｝
2

　　 dhM − 2801 ＞ 180）

CM − （C ＊

T ＋ C率

R ）／2

hM ＝ （hT 唖 hR）／2　　（IhT− h
， 1≦ 180）

hM ＝ （h’r 十 hi｛）／2一ト．180

　　　（IhT− hR　I＞ 180
，　（hT 十 hR）〈 360）

hM ＝ （h．
十 hk）／2− 180

　　　（IhT− hR　I＞ 180，　（hT一トーhR）≧ 360）

L’

vC
＊

T，hT ：変退色布 の メ ト リ ッ ク明度， メ ト

　 リ ッ ク ク ロ マ ，メ ト リ ッ ク色相角

L ＊

R，C   ，　hR ：原布 の メ ト リ ッ ク明度， メ ト リ ッ

　 ク ク ロ マ
， メ ト リ ッ ク 色相角

　△ L ＊ − L 承

T
− L  

　△ C ＊ πC ＊

T 　C ＊

R

△ H ・．一｛（△ E   b）
2− （△ L ＊

）
2− （△ α ）

2
｝

］12

　△ Eub＝ ｛（△ L ＊

）
2
十 （△ a

＊

）
2
十 （△ b ＊

）
2
｝
1’t2

　 　 　 　 　 　 fi）

8．△ E1）BH 式

　△ EDBH ＝ ［（△ D ）
21

｛△ BD（100− L ＊

i）L   ／2000｝
2
十

　　2C’
o （1− △ h2，

」u．0／360）C   （1− △ h2go、1／360 ）

｛1− cos （△ h ）｝］
1！2
　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）

D ； （100− L ＊

）十 （0．1十 △ h2ge／360）

　　 （1− △ h
，gu／360）C

＊

BD ＝2000（1− △ h2g
，／360）C

＊

／｛L ＊

（10〔｝．Lつ｝

　△ h ： メ ト リ ッ ク色相角の 差

　△ h2so：290
°

と メ ト リ ッ ク 色相角と の 差

　（0
°

≦ △ h2g
 

≦ 180
°
）

　 　 　 　 　 4 ／i ）

9 ．△ E ＊ ＊

式

△ E ＊ ＊ ＝ ［（△ C ＊

）
2
十 ｛△ B ＊

（10 −Vi）V、／25｝
2
十 2CoC

　　　｛1− cos （3．6△ H ）｝］
ii2

△ H ： マ ン セ ル 色相差 （100huo 　 step ）

AH5Y ：5Y か ら の マ ン セ ル 色相差

　　　 （0 ≦ △ HSY 《 50）

V ： マ ン セ ル 明度， C ： マ ン セ ル ク ロ マ ，C ＊

　 ン セ ル 値か ら計算 され る色濃度値

Ct ＝ 21．72 ＞くloc
「（t°lnl 「

°
）

／2v
／2

　tan　Ho　二〇．Ol十 〇．001△ H5p

B ＊

： マ ン セ ル 値 か ら計算 さ れ る鮮明度値

9

マ
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B ＊ 二 10C／｛V （10− V ）｝

　 　 　 の

10．Fc式

　Fc −＝5 − 5｛K1（△ EDBH／Do）｝
k2
　　　　　　　　　 （10）

　K
，

＝ 2十 〇．0005｛1十 〇．OOOOsC ＊

o （1− △ h2go．　o／360）

　　　 h2ge　o ｝Do2

　K2 ＝ 0．6十 〇．00004C ＊

o （1
−

△ h
四 〇、　o ／360）△ h2go．　o

　　　o ： 原布　　　i ： 変退色布

　 　 　 　 d ）5 ）

11．N ♂ 式

　Nc ＃ ； 5．5 − ln ｛ε（△ E ’YC ’

o ）／（ω KD ）十 1｝／ln2 （11＞

　　こ こ で ，ε
＝ ｛p （△ E ＊ ＊

／C  ）｝
h

　　　　　　p ＝ Ll − 0．65　cos （3．6△ H5Y），　h ＝  ．30

　　　　　　KD 二〇．125， ω
＝0．12

CMC 式（2×31t　 SEK式（6｝，　 ISO式〔7｝，
　 Fc式（10）），

　 Nc ＃

式（1Dは，変退 色用 グ レ
ー

ス ケ
ール に準 じた等級値に 変

換す る こ とが で き る の で ， それ ぞれ の 色差式 ， 染色堅
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の

牢度式 か ら導 い た等級値を CMC （1 ：1）grade−（12｝，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 T ）　　　　　　　　　　　　　　　　 dl）

CMC （1 ： 2 ） grade −（13｝，　 SEK 　 grade − （14，　 ISO
　 　 　ロ　　　　　　　 　　　　　　 E／　　　　　　　　　　　　　 4 ）

grade −〔15），　 Fc　grade −〔16），　 Nc＃

grade −（ITと した，

　染色堅牢度を計測評価す る場合，上記 の よ う に色差

値 （（1）〜〔9D を用い る方法 と染色堅牢度値 （（ID），111｝）

あ るい は染色堅牢度等級値 （（12｝〜（17＞）を用 い る方法が

あ るの で ， こ れ ら17式か ら得 られ る計測評価値 と視感

評価値 を較 べ た．そ の 結果，変色 を あ ま り と もな わ な

い 退色試料 に．お い て は，色差式か ら得 られ る計測評価

値 よ り堅 牢度式か ら得 られ る計測評価値の 方が視感評

価値 との 間に高 い相関係数が 得 られ た （表 2 ， 3）．

変退色 用グ レ
ー

ス ケ
ー

ル を規定 して い る CIELAB 色差

値 ， 視感評価値と の 相関が最 も高か っ た N ♂値，色差

値か ら等級値 に変換て き視感評価値 と の 相関も高か っ

Table　2　 The　correlation 　 coefficients 　between　instrumental　and 　visual 　 assessments 　in　six　colour 　 points ，

Instrumental　method 　　 Al1 812 512 312 716（4）　　 4／6（4）　 High 　Chroma
　 　 　 　 ホ

　　 ム Eab

　 CMC （1：1）

　 CMC （2：1）

　 CIE94 （1：1）

　 CIE94（2：1）

　　　SEK

　　　ISO

　　△ EDBH

　　 　 Fc

　　 △E
”

　　　Nc
＃

CMC （1：1）grade

CMC （2：1）grade

　 SEK 　grade

　 ISO 　grade

　　Fc　grade

　Nc
＃

grade

0927

0，8930

．9000

．9030

．9360

．9330

，9280923

O．805

◎．9530

．95609130

，8810

．9540

．9510

．9280952

0932

0．9360

．9180

．94209300

，93709370933

0，8660

．94109110

．8810

．85609430

．9430

，9430

．911

0．964

0、9690

．8230

．96109390

．96509650

．925

0．939094909800

．9530

．8230

．9730

．9730

，9010

．964

0964

0960092609650

．9470

，9640

．9640966O

．9680

．9820

．9780

．9550

．9280

．95609560

，9730

，977

0933093009240912094209270925093209480

，9390

．959091109150

．96SG9640

．9020

．958

O．976

e．9890

．97509860

．9800

、9840

．9850

．981

0943

◎987097109740

．93209670

，9670

．9720

．963

0914

096309420927094109490

．93909740924096409770

，94809160

．9630

．9570

．9470974

The 　correlation 　coe 伍 cient 　is　over 　O，950，
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た SEK −gradeに つ い て，図 4 ， 図 5 ， 図 6に 示す．変

退色用 グ レ
ー

ス ケ
ー

ル の 等級値 と △ E   b
の 間 に は，

1級 〜 3 級 まで は等比， 3 級〜 5 級 まで は等差の 関係

に あ るが，図 4 に お い て も同 じよ う傾向が見 られた，

そ の た め に ， 視感評値 と△ E  1， と の 相関が あ ま り高

くな い と ：考え ら れ る，Nc ＃

値 は ， 色濃度か ら導 い た染

色堅牢度値 で あ る が ，0．5刻み の 等級値 で は な く連続

値 と して 表す こ と が で きる．そ れ に 対 しSEK −gradeは，

SEK 色差 値を あ る幅を持 っ て 等級値 に変換 した した も

の で，連続値で はな く0，5刻 み の 等級値で 表 され る．

い ず れ に お い て も， 計測評価値が 3級 に お い て は，視

感評価値 に お よ そ 1．5級の ば ら っ きが 見 られ ， 相関係

数が高 い もの の ，計測評価値 と視感評価値が良好 に対

応す る と は言い 切れ な い ．

　各色度点ご と に相関係数を示 した の が表 2 で あ り，

多 くの 計測評価値に お い て 極淡色を除 きそれ ぞれ の 色

度点で か な り高 い相関係数が得 られ る が，全体で 見 る

　 　 　 　 2001年

と相関が 低 くな る傾向 に あ る， こ の こ と は，小 さ な色

空間領域で は，視感評価 と計測評価 の 対応が 良 い が，

そ れぞれ の 領域間と の 対応 が悪 い と考え られ る．特 に，

色差値か ら得 られ た計測評価値 は そ の 減少程度が大 き

く，染色堅牢度評価式 は さ ほ ど に 下が ら な い ．

　色相別 に 相関係数を示 した の が 表 3 で あ る．色度点

に校 べ ，色相別で は か な りの ば らっ きが見 られ，有彩

色 を無彩色 に 置 き換え視感評価する困難さが伺え る，

色 相別 で は ， Purpleは 高 い 相 関 が 得 ら れ た が ，

Yellow は，　Nc＃

値，　 Nc＃

grade，　 Greenは，　SEK 　grade，

ISO　grade を除 き悪 か っ た．色相別で も色差値 よ り染

色 堅牢度値 の 方が相関が高か っ た．

4 ．退色試料と 変退 色試料に お け る 視感 評価値

　　 と計測評価値の 関係

　染色 堅牢度の 計測評価 を考え る場合，染色布の 色相，

明度，彩度の 変化に 上 記 17の 式が ど の よ う に対応す る

Table　3　 The　correlation 　coefficlents 　between　 instrumental　 and 　 visual 　 assessments 　 m 　 five　hues．

instrumental　method All Y G B P R
　 　 　 　 　

　　 △ Eab

　 CMC （1：1）

　 CMC （2：1）

　 CIE94（1：1）

　 CIE94（2：1）

　　 SEK

　 　　ISO

　　△ EDBH

　 　　 Fc

　　 △ E
”

　　　Nc
＃

CMC （1：1）grade

CMC （2：1）grade

　 SEK　grade

　 ISO　grade

　 Fc　grade

　Nc
＃

grade

7303638353631418

窪

290033220531855259899999989998999900000000

α

α

α

α

α

α

α

α

α

446619291328175391045421184786439599989999799889989000000000000000009740043327735440748025441534015534989999998999999990000000000000000

α

70881079209997379272852102640045459898999989999999900000000000000000647758856337533615335655518838

？

766

999

夢

999

夐

89

爭

98939

．
9

000

 

000000

．
0000000

034924855247373725221643306

遥
ノ

53774

百

9999P99989

舜

夢

9

勢

夢

99

000000000000000

α

q

：The 　correlation 　coefficient 　is　over 　O．950．
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Fig．4　The　relationship 　between　visual 　assessments

and 　 colour 　 difference　 values ； Nv −△ E ’
。b
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Fig，6　The　rela しionship　between　visual 　assessments

and 　 colour 　 difference　 values ： Nv−SEK　 grade

Table　 4　　 The　correlation 　 coefficients 　 between
instrumenta：l　and 　visual 　assessments 　on 　change 　in
depth　of 　co ］our 　and 　change 　in　colour

 
z

1 r r

r ＝ 0．956　　　●　　． 　　　● も Q ”

　　　　　　　　　　｛；i欝
　　　　　　：騷，6°

葛・

　　　　　． ・8鱒』

1nstrumental　methodchange 　in　depth
　　ofco 董ourchange

　in　colour

2

3

4

5

　　　●

●

　　．　
一一

．．翌
v

●

緲 ●

e

●

5 4 　　3Nv 2 1

Fig．5　The　relationship 　between　visual 　assessments

and 　 colour 　 differenee　 values ：Nv −N ♂

　　　△ Eab

　　CMC （1：1）

　　CMC （2：1）

　 CIE94（1：1）

　 CIE94（2 ：1）

　　　 SEK

　　　　ISO

　　　△ EDBH

　　　　 Fc

　　　△ E ＊＊

　　　　No ＃

CMC （1：1）grade

CMC （2：1）grade

　　SEK 　grade

　　ISO　grade

　　Fc　grade

　　N ♂grade

0、9270

．8930

．9000

，9030

．9360

．9330

．9280

．9230

．8050

．9530

．9560

．9130

，8810

．9540

．9510

．9280

．952

0．6790

，6460

．4340

，8710

．6850

．7770

，7940

，7990

．7070

，6420

．7280

．8030

，5970

．8270

．7980

．7060

．720
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ls）

か に っ い て は すで に報告 して い る，視感判定試 料224

組 に お け る変退 色用 グ レ ース ケ
ー

ル を用 い た視感評価

値 と計測評価値 と の 相関係数 を本実験の 結果 と並 べ て

表 4 に 示 す．本実験は ほ とん ど変色を伴わ な い退色試

料で あ り， 色相 ， 色濃度は異なるもの の 変退 色用 グレ
ー

ス ケ
ール に 準 じた試料で あ るが ，色相，彩度方向 ， ま

た ， 明度 に お い て も明度が低 くな る試料 な ど変退色用

グ レ ー
ス ケ ール の 色 票対に対応 しな い 試料 に 対す る視

感評価値 と計測評価値 と の 関係は，最 も高 い 相関係数

で CIE94 （1 ：1） の 0．871で あ る． した が っ て ，変色

を伴 う堅牢度評価に変退色用 グ レ
ー

ス ケ
ー

ル を対照 基

準と して 視感評価 す る こ と に限界が ある よ うに思われ

る，

　 こ の よ う に退色に お い て は堅牢度評価式 ， 変色 に お

い て は色差値が 視感評価値と の 対応が 良 い と異 な っ た

結果が得 られた．変色 と退色を分 けて 考え る の も 1 っ

の 方法か と思わ れ る が，退色 は変色 の
一
部 で あるの で，

そ の 境界線を明 らか に す る こ とは難 しい ．変退色用 グ

レ
ー

ス ケ ール を変色に も退色に も適 用す るよ うに，変

退 色 に適用で きる計測評価値を導 き出すに は ど の よ う

な手法を取 るべ きか に っ い て は ，
こ れ ら の結果を踏 ま

え ，さ ら な る検討が必要 と考え る．

5．結　　言

　変色をあ ま りともなわ な い 退色試料を系統的に作製

し，変退色用グ レ
ー

ス ケ ール を対照基 準 と して 判定 し

た視感評価値 と こ れ ま で に提案 され て い る計測評価値

とを比較 し，染色 堅牢度 の 計測化 の 可能性を検討 し た．

そ の 結果，以下 の こ とが 明らか に な っ た，

1．退色試料に お い て は，色差値よ り も染色堅牢度値

　　の方が視感評価値 と の 対応が優 れ て い た ．

2．特に ， Nc ＃

値 ，
　 SEK 　grade が 視感評価値 と の 相関

　 係数が 高か っ た．

3．極淡色を除 き，各色度点 ごと の 相関係数は高い が，

　 全体 に な る と い ずれ も相関係数が低 くな る．そ の

　 傾向は，色差値 の 方が 大 きか っ た．

4．極淡色は，視感評価値 と計測評価値 との 相関が 悪

　　か っ た．

5 ．色相別 で は ，Purpleは 高 い 相関 が得 られ たが ，

　　Yellow は ，　 Nc ”

値，　 Nc ＃

grade，　 Green は ，
　 SEK

　 grade，　 ISO　gradeを除 き悪か っ た ．

6．変色 に お い て は色差値が ，退色に お い て は 染色堅

　　牢度値が視感評価 との 対応 が優れ て い た，

　以 上 の こ と よ り， 種々 の 退色試料を変退色用 グ レ ー

ス ケ ール 1本で 視感評価す る こ と の 難 しさが 見出され，

ま た ，計測評価す る場合，退色で は堅 牢度値が，変色

に は色差値 が視感評価 と の 対応が よ い こ とが 見出 さ れ

た の で ，変退色を評価す る計測評価値に っ い て は，さ

らな る検討 が必要 と考え る，
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